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登録リスト（該当：364件）
  ≪  1  2  3  4  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 上田蚕種協業組合]	上田蚕種協業組合	上田蚕種協業組合は、大正5年に地元の蚕種家が出資して上田蚕種株式会社として設立したのが始まりである。現在の事務棟・採卵室など主要な建物が翌6年に完成した。その後、昭和45年から現在の社名となっている。最盛期には22万箱の蚕種をこの組合から出荷していた。

「上田蚕種協業組合」より
https://museum.umic.jp/bunkazai/document/dot25	2023-01-26
	2	[image: 昭和の食]	昭和の食	タンパク源としては、魚介類と動物類がある。魚介類では、日常的に食べられていたのは煮干し、鰹節、イワシなど。ウグイなどの川魚も貰って食べられていた。肉類はほとんど食べず、食べたとしてもご馳走として数少ない機会だった。イナゴやドジョウ、タニシなどの生物を食べていたようだ。	2023-01-26
	3	[image: 昭和の食]	昭和の食	副菜として、山菜や雑キノコなど、栽培される野菜以外に自生している恵みを利用していたことがわかっている。山菜やキノコについて詳しい人が大量に採ったと言う記述も残っている。ある季節にしか無いものを十分に食生活に生かしていたようだ。	2023-01-26
	4	[image: 昭和の食]	昭和の食	一般的に米を節約するため、夕飯には小麦を使った料理を主食として食べていた。小麦は粉にしてオザンザ(小麦粉を打って平らにして幅1センチくらい、長さ20センチくらいにして、野菜と味噌で煮たもの)として食べられていた。同様の料理として、ツミイレや、ブチコミ、スイトン、ホウトウと呼ばれていたものもある。このような麺類が夕飯の中心だったようだ。	2023-01-26
	5	[image: 昭和の食]	昭和の食	大多数の人が白米ではなく麦を混ぜた麦飯を食べていた。夕飯以外で主に主食として食べられていた。季節によっては、大根の葉や芋、栗、カブなどの食材を混ぜており、醤油や味噌、またはそのような調味料で味付けされた野菜、山菜料理を混ぜて五目ご飯のようにして食べていたようだ。	2023-01-26
	6	[image: 兎束武雄(うづかたけお)]	兎束武雄(うづかたけお)	上田町大手の銀行家兎束鐘一郎の長男として生まれた武雄は、幼い頃から音楽に特別な興味を示す子どもでした。しかし、父親は音楽は男のするものではないと考え、武雄の音楽に対する熱意を快く思っては居ませんでした。母親は、音楽を好み自ら琴を弾いたり、４人の姉妹たちにも琴を習わせていました。
　上田中学校（現上田高校）を卒業した武雄が、音楽の道に進みたいと父親に相談しましたが猛反対を受けましたが、母親の協力と武雄の熱意に最後には承諾しました。
　武雄は上京し、東洋音楽学校に入り勉強に励みましたが、東洋音楽大学だけの勉強では満足できず、他の大学でも聴講し、作曲やピアノ、チェロなどを勉強しました。大学を卒業した武雄は、高等学校の教師になることを決意して上田に帰ってきました。
　上田に戻った武雄	2023-01-25
	7	[image: 岳の幟]	岳の幟	塩田平の西辺に位置する別所温泉地区には、「岳の幟」と呼ぶ雨乞〔あまご〕いの祭りが伝わっています。この塩田地方は昔から水不足で大変悩まされてきた所で、灌漑〔かんがい〕用の溜〔ため〕池も多く造られ、雨乞い行事もいろいろ行われてきました。
ー中略ー
祭日は例年七月十五日(近年その日に近い日曜に変更)として、別所の上手〔わで〕・院内〔いんない〕・大湯〔おおゆ〕それに昭和四十九年大湯から独立した分去の四地区で、輪番〔りんばん〕に幟の役に当ります。夜明前に、上部に笹のついた竹竿と巻いた布を担いで夫神岳に登り、日の出と共に九頭竜神の石祠に布と神酒を供え、郷中の安全と五穀豊饒〔ごこくほうじょう〕を祈ります。
ー中略ー
支度を整えて日影公民館に待機をしていた三頭獅子とささら踊りの一行がそれに加わり	2023-01-25
	8	[image: 金井正について]	金井正について	金井正は、明治１９年神川村国分に、金井家の三男として生まれました。県立長野中学校（現上田高等学校）に入学。家庭の事情から家督を継ぎ、父が局長を務める国分郵便局の事務員として勤務しました。その一方で哲学者西田幾多郎の存在を知り、哲学に関心を高め、神川読書会を企画したり同人雑誌の創刊し、社会主義による啓蒙を図りました。山本鼎がヨーロッパ留学から戻り、訪ね、児童自由画教育と農民美術運動に感銘を受け、協力を約束し、鼎による講演会「児童自由画の奨励について」を企画。続いて「第１回児童自由画展」を開催し、予想以上の成功を収めました。
　農民美術運動については、鼎と連名で日本農民美術建業の趣意書を作成して、神川村の人々に働きかけました。大正８年に第１回農民美術練習所を神川小学校で開設し、	2023-01-25
	9	[image: 1/12日　調査まとめ]	1/12日　調査まとめ	上田と「山本鼎」
自由画運動
山本鼎（やまもと　かなえ）は愛知県岡崎市出身の画家であると共に、上田を拠点に「自由画運動」「農民美術運動」の先駆けとなった人物である。愛知県出身の山本であるが、父親が小県郡神川村大屋（現在の上田市大屋）に病院を開業したことをきっかけに上田と縁を持つこととなる。1912年にフランスに5年間の留学へ向かった山本は、日本に帰国後、児童画の改革を目指した運動を起こした。山本の言葉に「自分が直接感じたものが尊い」というものがあるが、当時の児童画の指導方法は「お手本の模写」が主流であった。山本はこれに対し、絵の技術や方法が重要なのではなく、自分の目で見た物、感じた物を描くことが児童の発達にとって大切であると説き、1919年に神川小学校で第一回児童自由画展覧会が開催され、	2023-01-12
	10	[image: 一次資料としてのminiDV]	一次資料としてのminiDV	これまで社会活動はビデオ映像に記録をしてきました。蚕都上田プロジェクトを始めたのは2008年のこと。当時の記録媒体はもっぱらminiDV(小型ビデオカセット)です。それから15年が経過し、当時は現役で活動された方もご高齢になったりお亡くなりになったり、社会の状況・様子も変遷し続けてきています。miniDVは個人的には1997年以来使い続け、記録テープは1000本を超えます（数えたことはありませんが）。

テープ媒体の問題は再生しないことには記録映像にアクセスできないこと。さらにはこれらの媒体がいつまで再生可能かの保証はなく、テープ媒体の経年劣化の問題、再生機器の保全の限界の問題と重なり、ある時期に全てをデジタル化しデジタル保存しておかないと取り返しがつかないことになります。

この年末年始、デスクワークの片隅でパ	2023-01-10
	11	[image: 昭和初期の映画ポスターの一例　]	昭和初期の映画ポスターの一例　	昭和4年（1929）の映画ポスター。大正〜昭和初期らしいタイポグラフィー（キネマ文字）がふんだんに使われている。


『映画ポスター「英傑秀吉」』(高岡市立博物館 所蔵) 「文化遺産オンライン 収録」
(https://cultural.jp/item/bunka-455019)	2023-01-09
	12	[image: 手塚治虫]	手塚治虫	手塚治虫は昭和3年（1928）生まれで、漫画家デビューは昭和21年（1946）であるため、昭和14年ごろに書かれたと思われる「藤本蚕業報告書書体」は手塚の影響を受けたわけではなく、手塚もまた当時のタイポグラフィーに影響を受けた一人と考えられる。


髙木康允『手塚治虫（1928-1989） 漫画家 ［撮影 昭和62年（1987）］』（日本写真保存センター所蔵）
「写真原板データベース」収録
(https://jpsearch.go.jp/item/photo-00088_00076_0001)	2023-01-09
	13	[image: 報告書文字③]	報告書文字③	藤本蚕業の膨大な資料の中に、独特な書体を用いて書かれた書類がある。
写真は昭和7年〜1４年（1932~39)の、8年間にわたる製造費及び労力所用調査。


藤本蚕業資料　[at24-1-1]表紙なしノート(1931)
（a5文書/戦前/土浦）	2023-01-09
	14	[image: 報告書文字①]	報告書文字①	藤本蚕業の膨大な資料の中に、独特な書体を用いて書かれた書類がある。
写真は折れ線グラフによる昭和6年〜12年（1931~37)の、7年間にわたる販売実績の報告。


藤本蚕業資料　[at24-1-1]表紙なしノート(1931)
（a5文書/戦前/土浦）	2023-01-09
	15	[image: 子供はしつけ第一　服従の習慣から――（『西塩田時報』（1930）第81号（昭和5年8月1日）3頁）]	子供はしつけ第一　服従の習慣から――（『西塩田時報』（1930）第81号（昭和5年8月1日）3頁）	子どものしつけについて書かれた記事です。子どもが言うことを聞くのは親が習慣をつけているかどうかだと、子どもの心のあり方を述べながら説明しています。

▼この記事は以下から参照できます。
#349 『西塩田時報』第81号(1930年8月1日)3頁


https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0349.jpg	2022-12-26
	16	[image: 生活雑記（『西塩田時報』（1954）第82号（昭和7月3日）３頁）]	生活雑記（『西塩田時報』（1954）第82号（昭和7月3日）３頁）	日常の様子が描かれた雑記です。朝からご飯をつくり、主人を送り出し、洗濯をして…とせわしなく家事や畑仕事をこなす女性の姿が描かれています。
新聞をゆっくり読む暇もない様子の女性から、ひとときと書いたのはなぜかなと考えてしまいます。

▼この記事は以下から参照できます。
#1255 『西塩田公報』第82号(1954年7月5日)3頁


https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p1255.jpg	2022-12-26
	17	[image: 家庭メモ(『西塩田広報』第77号)]	家庭メモ(『西塩田広報』第77号)	料理や衛生管理に必要なものについて今では様々な便利なものが普及し、それを買えばよいが当時はそういったものがなかったので身近にあるもので工夫されてきたことが記されている。


♯1230　「西塩田広報」(昭和29年)4ページ	2022-12-26
	18	[image: 昭和27年（1952）の殺人事件（『西塩田時報』第73号）]	昭和27年（1952）の殺人事件（『西塩田時報』第73号）	西塩田広報第73号より
加害者の住所が朝鮮でしたので、てっきり異邦人の犯罪かと思いましたら、当時の朝鮮のこの地区は日本領土でした。強盗内容も千円とありますが、当時の相場としては約5倍ほどだそうです。（間違っていたらすみません）時代背景がわかる記事ですので取り上げさせていただきました。

▼この記事は以下から参照できます。
#364 #364 『西塩田時報』第73号(1952年7月3日)2頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/pdf/nishishioda/ns17_post061to080.pdf	2022-12-26
	19	[image: 運動のシーズン！（『西塩田時報』第70号（昭和4年9月1日）3頁）]	運動のシーズン！（『西塩田時報』第70号（昭和4年9月1日）3頁）	運動促進を喚起する内容の記事である。まず「ゴム底足袋」というワードのインパクトがすごかった。また百年程度で足袋からいまの靴に進化していることにも驚いた。現在の新聞にあるような小さな広告だが面白さを感じた。

▼この記事は以下から参照できます。
#305『西塩田時報』第70号(1929年9月1日)3頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0305.jpg	2022-12-26
	20	[image: お盆用必需品は自分の店で！（『西塩田時報』第69号（昭和4年8月1日）3頁）]	お盆用必需品は自分の店で！（『西塩田時報』第69号（昭和4年8月1日）3頁）	お盆に必要なものは組合でそろえてくださいという内容の広告の記事だが、現在のCMを文面にしたらこうなるのかなと想像もできて面白い。また、「組合」「配給」も当時の様子を想像できて興味深かった。

▼この記事は以下から参照できます。
＃301『西塩田時報』第69号(1929年8月1日)3頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0301.jpg	2022-12-26
	21	[image: さばとにしんの調理法]	さばとにしんの調理法	西塩田時報には、「家庭メモ(家庭欄)」というコーナーがあり、ここでは家庭の豆知識を読むことができます。
昭和24年と古い記事なのですが旬の魚のレシピとしてサバとニシンが紹介されていました。
ぜひ皆さんも作ってみてはいかがでしょうか？

この記事は以下より読めます。
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/pdf/nishishioda/ns16_post041to060.pdf	2022-12-26
	22	[image: 子供の主食]	子供の主食	記事にて、昭和28年頃子供のパン食が増えている状況やそこから懸念される栄養面の解説、また、当時のパンの値段等が記されています。
学校給食でもパンが多く取り扱われる昨今、パンが主流でなかった昔の記事を見返してみると、当時のパンへの認識等も感じ取れて面白いです。

この記事は以下より参照出来ます
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/pdf/nishishioda/ns17_post061to080.pdf	2022-12-26
	23	[image: みんな輪になれ]	みんな輪になれ	この曲が発売されたのは昭和16年8月とされている。当時の踊りと言えば盆踊りが主流とされていたが軍歌に振り付けを付けて子供たちに教えていた人たちがいたそうだ。まさに軍国世界の音頭である。

▼この記事は以下から参照できます。
 『西塩田村公報』第7号(1943年3月30日)6頁
	2022-12-25
	24	[image: 昭和8年4月鑑別手申込書綴]	昭和8年4月鑑別手申込書綴	新潟や篠ノ井など東信地区以外の方々も鑑別手としていらっしゃったのだと分かり、蚕業が栄えていたと改めて感じました。
https://d-commons.net/fujimoto/?c=&p=9615	2022-12-17
	25	[image: 上田の魅力・特徴を幅広い世代に知ってもらう]	上田の魅力・特徴を幅広い世代に知ってもらう	課題の提起　他県の人や地元の人でも知らない歴史的景観やスポット、街並みなどがありその魅力や特徴を発信できていない
なぜそうなのか　自分も含め地元の人でも知らないところが多いので、他県の人はより上田に
ついては知らないというのが現状である
何を探求するか　上田市の魅力特徴を見つけたうえでその情報の発信方法
探求の目標　効率よく多くの人に上田の魅力・特徴を知ってもらう方法
どのように探究するか　現状ではどのようにして上田の魅力・特徴を発信しているのかを調べ
る
週間計画　ネットで調べる

商業の活性化
中心商店街ではカフェやタピオカなどが出店したこと、ワインフェスタ、フードサミットなど飲食のイベントや七夕、年末セールなどの季節限定のイベントにより商店街に賑やかさがでた。真田丸で一時期	2022-12-15
	26	[image: 千ヶ瀧用水改修記念碑]	千ヶ瀧用水改修記念碑	千ヶ瀧用水改修記念碑 について知っていることをぜひ教えてください

佐久市岩村田にあるため池「仙禄湖」畔に建つ記念碑。

1972（昭和47）年4月建立。

碑文

千ヶ瀧用水改修記念碑
北に浅間の活火山南に蓼科八ヶ岳連峯
を望む佐久平の中央に位置する岩村田
町は往古より水利に恵まれす灌漑水に
難渋し近代に至っては上水道水源の確
保に悩みこれが根本的解決は町民長年
の願望であった
昭和二十六年町理事者町議会議員は町
民の要望にこたえ岩村田町の事業とし
て土地改良法による千ヶ滝用水の改修
を目的として土地改良区の設立を計画
し関係の南大井村御代田村小沼村中佐
都村に協賛を求めたしかしこの用水に
特権をもつと信ずる人人によってその
設立が遅延し遂には変則なる土地改良
区の設立の止むなきに至ったが用水改
	2022-12-09
	27	[image: 養蚕業が衰退した理由]	養蚕業が衰退した理由	日本の繭生産量は、今から約90年前1930年（昭和5年）の40万トンをピークに減少し、昭和40年代に持ち直しの傾向が見られたものの、2016年（平成28年）には約130トンまで落ち込んでしまいました。繭生産量の減少に伴う製糸業の衰退も著しく、昭和34年には1871工場あった国内製糸工場数は、平成26年にはわずか7工場を残すのみとなってしまいました。
日本の絹産業は、生糸の原料となる蚕の繭を作る養蚕農家から、生糸を作る製糸業者へ。そして絹織物業者へという流れから、おもに着物や帯などに加工・縫製されて小売される形になっている。
衰退した理由としては和装から洋装へ変化する「和装離れ」により需要そのものが減少したと考えられている。価格競争で中国などから低価格繭の流入や、後継者不足など社会構造の変化も考えられます。	2022-11-30
	28	[image: 志”まん焼き]	志”まん焼き	昭和初期から開店している富士アイス。

店名の由来である富士山は日本一を自慢しているから、そして長野県で初めてアイスクリームを売り出したことからこの名前になりました。しかし、志”まん焼きの「志」になぜ濁点がつくかはわかっていません。

今川焼きと同様の原料を用いて焼成されても形状が異なると様々な呼称があり、全国各地で同様な食品が作られています。大判焼きのように志”まん焼きもその一つです。	2022-11-30
	29	[image: 桑折における養蚕業①]	桑折における養蚕業①	福島県の北側に位置する桑折町は現在毎年皇室に桃を献上することから献上桃の郷として知られていますが、実は古くから養蚕との関係が深い地域とされています。

養蚕には、蚕を育てて繭を出荷する養蚕業と蚕種の売買の二つがありますが、桑折町では江戸時代からそのどちらの生産も盛んでした。そのため、桑折町を含む伊達地方の蚕種（蚕の卵）は「奥州本場蚕種」として全国に販売され、輸出もされていました。その後、明治からの昭和初期にかけては製糸業が発展しました。昭和８年には郡是製糸工場が桑折町に建てられ、約500人の女性従業員を雇用すると共に工場内に「家政女学院」が設立されたことにより、女性に教育と労働の機会が与えられたといいます。昭和２２年には昭和天皇も視察として訪れ、記念として「蚕祖神」の記念碑の建設	2022-11-30
	30	[image: 上塩尻における養蚕業①]	上塩尻における養蚕業①	上田駅からしなの鉄道で一駅の場所にある「西上田駅」。
「西上田駅」は1920年（大正９年）に塩尻区の養種家などの請願によって国鉄信越本線の「北塩尻駅」という名で開業されました。1956年（昭和31年）に現在の西上田駅に改称されています。


駅前には【まゆ浪漫】という上塩尻における養蚕業の名残りに触れられるような散策ルートと説明が書かれた大きな看板が設置されていました。	2022-11-30
	31	[image: 養蚕国神社]	養蚕国神社	養蚕国神社は大星神社と一緒になっていて、敷地は広かったですが、養蚕国神社の建造は小さめでした。説明文がわかりやすく書かれており、どのうなことがあったのかがすぐわかりました。
1937年(昭和12年)、上小蚕糸業界の尊崇神ときて蚕影神社の建立を決議しました。
竣工は昭和16年4月28日で、同時に遷宮奉祝祭が執り行われました。以後、関係者によって例年蚕糸祭が開かれています。	2022-11-30
	32	[image: 前山寺]	前山寺	　真言宗のお寺である前山寺。
　マツやサクラなどの並木が両側をおおう約150メートルの参道は、昭和54年に上田市文化財保護条例により市指定記念物に指定された。山に向かって参道を進むと、色あせた木でできた風情漂う門が出迎える。門をくぐった先には国の重要文化財に指定されている三重塔がそびえ立ち、戦国時代から伝わる建築美を間近で楽しむことができた。
　入山料は一般・大学生200円。	2022-11-30
	33	[image: 信州大学繊維学部]	信州大学繊維学部	信州大学は明治43年1910年設立の旧制上田蚕糸専門学校を前身とする日本唯一の繊維学部である。この上田蚕糸専門学校は蚕糸に関する最初の高等教育機関であり、長野県下初の官立学校として設立された。
この繊維学部は信州大学設置の昭和24年1949年と同時に設置された。その後も多様な学科が設置され、全国からたくさんの学生が集まる大学である。	2022-11-29
	34	[image: 上田蚕種協業組合]	上田蚕種協業組合	大正5年1916年地元の蚕種家が出資して上田蚕種株式会社として設立したのがはじまり。昭和45年に現在の社名となった。最盛期には22万箱の蚕種をこの組合から出荷していた。建物は検査室、食堂、催青室(蚕の卵を掃立予定日にそろって孵化させるため温度・湿度・光線を調節した部屋)、貯蔵の冷蔵庫や採卵室が配置されている。	2022-11-29
	35	[image: 旧小県蚕業学校(現上田東高校)]	旧小県蚕業学校(現上田東高校)	明治25年1892年に小県蚕業学校が蚕業学校として全国に先駆けて設立された。当時は上田町の丸堀の民家を校舎にして開校した。大正8年には皇太子様が来校されていることから当時でも注目されていた学校なのだと考えた。昭和19年12月9日に戦災によって本館の建物外10棟、1093坪を焼失してしまった。その後昭和21年以降、林業科、農業科、蚕業科を置いた上田農業学校となった。昭和35年には2度目の火災にあい、建物は全半焼、1237坪を焼失した。昭和37年には現在の名である長野県上田東高等学校となる。翌年昭和38年には蚕業科の生徒募集停止され、その後続々と農業科、林業科、家政科が廃止され、普通科のみの学校となった。	2022-11-29
	36	[image: 災害と別所線について]	災害と別所線について	　今ある別所線の下之郷駅には昔、西丸子までつながる西丸子線がありました。チンチン電車やマッチ箱電車などの愛称で呼ばれ、通勤や通学時には混み合っていたそうです。しかし、昭和36年の梅雨前線豪雨によってトンネルや鉄橋などの破損し、電車の通行を休止するとともに、バス通行に変わり、昭和38年には廃止となってしまいました。
現在の別所線も2019年の台風19号による豪雨で千曲川にかかる千曲川橋梁が崩落して一部区間の運休が続き、一時期はバスで補っていたことがありました。
そのような状態だった別所線が廃止とならず全線復活して、今も鉄道として運行していることは素晴らしいことだと思います。
ローカル線が大災害によって、廃止になってしまうということは多くあり、そのたびに本当に鉄道として必要かどうか問われますが	2023-01-22
	37	[image: 五階鉄筋繭倉庫内部]	五階鉄筋繭倉庫内部	「猫は蚕の神様です」と紹介されています。
養蚕が盛んであった昭和まで、「鼠」は蚕、さなぎ、繭をかじってしまうため、人々を悩ませてきたと言います。その鼠を駆除する目的で、猫を飼ったり、猫の神様を祀り良い繭を作ってくれるよう願ったとのことです。


五階鉄筋繭倉庫は、防火を重視した当時の技術が結集された物だと言います。干繭倉（繭を乾燥させて蛹を殺す過程）として建てられたものとされています。コンクリートを使用するなど、当時の技術を集結させているのだなと歴史を感じました。	2022-11-29
	38	[image: 上田の蚕業について④]	上田の蚕業について④	蚕業を行っていた頃の農家の主婦についても現在の社会の状況と重なる部分が多々あります。
女性の労働について記録された書籍(「人権の確立と女性のあゆみ」 (平成14年)編集者　上田市誌編さん委員会　発行者　上田市・上田市誌刊行会より)に載っている写真を見ると、家の一角のような場所で女性や子どもが写っていたり、女性が男性に交じって働く写真があったり、特定の性別や年齢で限らず、人々の生活に蚕業が根付いていたように思われます。特に女性の仕事は家事育児、給桑作業や農作業など多岐にわたるように見受けられました。
同誌によると、

「明治から大正期に蚕糸業が全盛であった上田地域では、多くの農家の主婦が蚕の世話に始まる農作業や家事に追われ、目の回る忙しさでした。乳幼児をかかえた母親たちも例外ではなく、重	2022-11-28
	39	[image: 蚕養国神社①]	蚕養国神社①	上田市内には「蚕」の名がつく神社が7社ある。
その中で、蚕が繭になる直前の大きさと同じ大きさの女神像が安置されている蚕養国神社に行ってきた。


昭和12年に上小蚕糸同盟会は蚕糸業界の尊崇神として蚕影神社の建立を決議したが、具体的には上田大星神社の摂社蚕養国神社の増営をすることとなった。工事が完了したのは昭和16年6月28日で、同時に遷奉祝祭が執り行われた。以後関係者によって例年蚕糸祭が開かれている。	2022-11-27
	40	[image: みすゞ飴本舗]	みすゞ飴本舗	今では養蚕農家もほとんど見られなくなったが、蚕の餌となる桑の木が上田市には数多く存在する。みすゞ飴本舗では、桑の実を使った商品を作ろうとして試行錯誤の末に昭和40年代初頭に桑の実ジャムが製品化した。

期間限定の販売ではあるが、上田ならではの珍しいジャムである。	2022-11-27
	41	[image: 旧小県蚕業学校（上田東高校）]	旧小県蚕業学校（上田東高校）	旧小県蚕業学校は1892（明治25）年に設立されました。現在の上田東高校の敷地に移転しました。養蚕教師の養成のために建てられた施設です。全国から生徒が集まっていました。1944（昭和19）年に米軍による爆撃を受けて炎上しました。今でもその痕跡が残っています。	2022-11-27
	42	[image: 蚕都上田]	蚕都上田	上田は江戸時代から昭和まで蚕糸業が盛んでした。そのため「蚕都（さんと）」と呼ばれています。現在はほとんど廃れてしまいました。しかし、当時の面影が残る地や施設も多く残っています。	2022-11-27
	43	[image: 上田の蚕種業の歴史]	上田の蚕種業の歴史	いつから始まったのか、上田の特徴を踏まえて蚕種業の歴史をとらえていきたいと思います。

江戸時代の末期から昭和にかけて、長野県の経済を支えたのが蚕糸業です。養蚕が盛んだった上田盆地は、千曲川とその支流が作る扇状地や河岸段丘が発達し、桑の栽培適地でした。また、年間降水量が1000㎜未満という気候は蚕の飼育に適しており長野県内でも上田盆地は春蚕の産地でした。また、松本盆地では夏秋蚕を中心として発展してきた地域であり、いつも対比されていました。こうした傾向は養蚕飼育技術が改良される明治末期まで続きました。	2022-11-22
	44	[image: みすゞ飴本舗]	みすゞ飴本舗	明治27年に上田倉庫株式会社の蚕繭集積倉庫として建築され、蚕繭出荷の前線基地として活躍した繭倉の一つです。
蚕都上田が盛んだった当時は数十棟の繭倉が上田駅前に軒を連ねていましたが、終戦後は生糸関連産業が急速に衰退し、昭和30年代から40年代前半にかけて次々と取り壊されていきました。
昭和45年、飯島商店（現在のみすゞ飴本舗）が諏訪倉庫から2棟の繭倉を購入し、現在も飯島商店事務棟・作業棟であるとともに、当時の蚕都上田について知ることができる貴重な産業遺産になっています。	2022-11-13
	45	[image: 長野市のOYAKI FARM]	長野市のOYAKI FARM	開店した後、何度かこの横を車で通過はしたのですが、やっとお店に入りました。こういう趣向のおやき店は記憶にありません。ウッディーな店内の建築デザイン。さらにおやきのイメージを一新するおやき商品のデザイン。見ただけで食指が動きます。開放的な屋上にもついつい誘われます。

このお店は鬼無里のいろは堂でしたか。鬼無里でもいろは堂のおやきを食べたことがあります。香ばしく別格に美味しい。このおいしさの秘密は？　と知りたくなります。

ところでこの向かいにあったおぎのやドライブインは更地になっていました。昭和の記憶が消え、隣にできたおしゃれなおやき店に生まれ変わったような印象を受けます。

★OYAKI FARM	2022-11-12
	46	[image: 蚕都とは]	蚕都とは	そもそも蚕都とはなにか、ということから投稿してみたいと思います。

蚕糸業の中心として繁栄した都市のことで、上田市も蚕都のひとつです。
上田市の他には京都府綾部市などが蚕都として知られます。

上田は江戸時代から昭和時代にかけて蚕糸業で発展を遂げてきました。

当時使われていた施設が現存しており、国の登録有形文化財に指定されていることからも、蚕都としての上田を垣間見ることができます。	2022-11-03
	47	[image: 重文常田製糸場]	重文常田製糸場	製糸場は蚕の繭から生糸を作る工場です。昭和59年に製糸業は終了したが、構内には旧笠原組常田館製糸場時代の建物15棟が維持され、そのうちの7棟が国の重要文化財に指定されているそうです。

公開時間：10時～16時（15時30分入場まで）
公開日程：3月下旬より11月末日（期間内無休）
アクセス：上田駅から徒歩7分	2022-10-30
	48	[image: 旧横田家住宅について]	旧横田家住宅について	旧横田家住宅は1800年代前半から中頃にかけて建築されたとされる武家屋敷です。横田家は、幕末から明治・大正・昭和にかけて最高裁判長や鉄道大臣等多くの秀才を生んだ家です。明治時代には世界遺産の富岡製糸場へ伝習工女として働き、製糸場の様子を記した有名な「富岡日記」を書いた横田英がここで育ちました。	2022-10-29
	49	[image: 上田城南櫓・北櫓・櫓門　]	上田城南櫓・北櫓・櫓門　	昭和34年11月9日、上田城南櫓・北櫓・櫓門は、県宝 建造物に指定された。年代的に、江戸時代初期である。北櫓と南櫓は民間に払い下げられ、遊郭として利用されていた。
しかし、その後東京の目黒雅叙園に売却されたが、市民に買い戻されて、現在の場所に移築された。
北櫓と同じ二重二階の櫓となっているのが特徴です。	2022-10-28
	50	[image: 平和の鐘]	平和の鐘	昔の時代から鳴り響いていた「時の鐘」は姿を消していたが、昭和四十七年上田市自治体連合会が先頭に全市民の協力のもと「平和の鐘」と名前を改め、三十年振りに昔の姿に再現した。二枚の写真の内、一つは平和の鐘建設の由来が書かれている。	2022-10-28
	51	[image: 志゛まんやき]	志゛まんやき	上田のソウルフード。昭和10年創業。志゛まんやきの中身はクリームとあんこ。1個90円。祝日は行列ができる。	2022-10-28
	52	[image: 上田城跡　二の丸跡の歴史物① 二の丸橋]	上田城跡　二の丸跡の歴史物① 二の丸橋	現在、市立博物館がある一角に上田監獄署ができたのは明治18年。城跡に残っていた石垣や土塁の上に更に高い塀を築き、周りを囲みました。現在の二の丸橋のところが正門となり、頑丈な門が石垣の間に作られました。そんな事情もあり、公園利用者のために二の丸橋の南側にもう一つ橋を設けていたようです。現在のけやき並木のところに鉄道（上田温泉電軌（き）北東線）を通すことになった昭和初年に、この橋は撤去されましたが、二の丸橋が二つあったというのは、現在では想像もできません。
https://www.city.ueda.nagano.jp/soshiki/shogaku/2024.html

10月21日15時頃にフィールドワークしました。上田城　二の丸跡の入り口には二の丸橋という橋があり、歴史を調べてみたら、二の丸橋が元々2つもあったなんて、驚きました。	2022-10-26
	53	[image: 昭和の残り香を巡る～⑤上田映劇編～]	昭和の残り香を巡る～⑤上田映劇編～	「昭和の残り香を巡る」第五回は上田映劇です。
大正6年創業の上田映劇「晴天の霹靂」という映画に使われ上田映劇の建物は劇中で「あさくさ雷門ホール」として登場する。そのころのセットがいくつか残っており「浅草ストリップ」の看板が残っております。
ロケセットを観光資源とする姿勢、なかなかユニークだと思います。
文化財級の建物でありますが、現役の映画館でもあります。ぜひ一度中に入って映画鑑賞に行きませんか？	2022-10-25
	54	[image: 昭和の残り香を巡る～④袋町編～]	昭和の残り香を巡る～④袋町編～	「昭和の残り香を巡る」第四回は袋町。
このご時世、かなり厳しい状況に置かれているようですが、現在も歓楽街として栄えている袋町です、昭和時代の好景気の頃は人が多すぎて歩けないほど混雑していたそうです。
今はそこまでの活気はなくなってしまったかもしれませんが歓楽街としての役割は健在です。
数多くの看板が並び、多くの人々がここで夜遅くまでお酒を嗜むそう。
中の人はまだ未成年なのでお酒は飲めませんが、大人になったら、夜の袋町、一度は行って見たいですね。	2022-10-25
	55	[image: 昭和の残り香を巡る～③北国街道柳町編～]	昭和の残り香を巡る～③北国街道柳町編～	「昭和の残り香を巡る」第三回は柳町。
城下町の情緒を残した取り組みを行う土地であり。
街並みはそのままに、様々なお店がそこで商売をいとなんでいます。善光寺への参拝のために整備され、佐渡の金を江戸に運ぶ道として五街道に次ぐ重要な役割を果たした北国街道の宿場町として栄えていた土地は景観はそのままに今も観光地として栄えています。
ここは皆さんが来ても楽しめる場所です。
是非行って見てはいかがでしょうか？	2022-10-25
	56	[image: 昭和の残り香を巡る～②上田遊郭跡編～]	昭和の残り香を巡る～②上田遊郭跡編～	「昭和の残り香を巡る」第二弾は上田遊郭跡です。
古地図には上田遊郭という土地が残されています。
今回はその跡地を巡ります。
上田郵便局を抜けた旧花園周辺。細い道の多い住宅街の中に急に車二台がすれ違えるような広い道が現れます。
そこが遊郭の目抜き通りです。
今は閑静な住宅街となっていますが、昭和五年発行の「全国遊郭案内」では日本有数の養蚕地であり、遊女が130人にも及ぶ発展を見せた遊郭であったと記されています。
名残といえば、当時からあった神社と電柱に残る新地という文字のみですが、急に広い道になるのは意味があるものだったみたいです。	2022-10-25
	57	[image: 昭和の残り香を巡る～①上田城編～]	昭和の残り香を巡る～①上田城編～	上田城やその城下町が残る上田市、江戸時代より城下町として繁栄を続けてきた。今回の探求では知られざる明治から昭和時代の「昭和の残り香を巡る」というテーマで探求を行いました。
今回は「遊郭としての上田城」の紹介です。
遊廓（ゆうかく）とは、公許の遊女屋(女郎屋）を集め、周囲を塀や堀などで囲った区画のことです。
上田城は戦国時代、真田家の防衛拠点として大きな戦果を挙げた城で有名な場所であります。
一方、戦国時代が終わった後明治維新以降、二基の櫓は、払い下げが行われ、それぞれ金州楼、万富楼という名前を付けられ、昭和の初期まで遊郭の妓楼としての役割を果たしていました。
※妓楼→遊女を置いて客を遊ばせる家。
防衛拠点としての上田城は皆さんが良く知る歴史であります。しかしそれ以降の歴史は知らな	2022-10-25
	58	[image: 片倉館]	片倉館	2022/09/23

上諏訪市にある温泉施設「片倉館」へ。
この施設は昭和3年創業で映画テルマエロマエⅡのロケ地にもなっている。

浴槽は真ん中に1つしかなく、温度もちょうどいい。
が、5分ほど入っていると体が真っ赤になってくる。体の内部深くに温かさが残るような感覚があった。	2022-09-25
	59	[image: JR神立駅前の再開発]	JR神立駅前の再開発	私の実家があるかすみがうら市安食からみると最寄りのJR駅である神立駅がリニューアルされ、同時に駅前環境が大きく変わりつつあります。駅前広場はまだ造成されていません。一足先に駅前通りが貫通しました。駅前通りを通ったのは今回が初めてです。神立駅から国道６号線の区間がつながりました。

神立駅前は昭和期からのモータリゼーションに対応できず、無策のまま数十年にわたり放置されてきました。神立には日立建機をはじめ多くの工場が集積する工業都市となりましたが、都市人口、通勤者数が増える一方で幹線道路のない狭い道を多くの車が行き交う不自由がここ数十年続いてきました。積年の課題がやっと解決につながる思いがします。	2022-08-17
	60	[image: 現代に繋がる主導的産業の偏移について]	現代に繋がる主導的産業の偏移について	　幕末の開港によって長野県は地域経済を世界につなげることになった。そこで長野県を国外まで広げる一翼を担ったのは生糸でした。
　長野県は外国との交流が始まると、器械製糸を取り入れ、養蚕や蚕種業の技術開発や改良に力を入れました。それで、蚕糸王国と呼ばれることになったわけです。長野県の近代のあゆみは養蚕や製糸業の盛衰に左右され長野県の命綱は、蚕糸業であったと断言して過言ではありません。
長野県の製糸業は県外や外国にまで進出し、日本の製糸の中心となります。なので、長野県内のいたるところの農家では養蚕が営まれました。
　蚕糸業は大正時代から昭和初年にかけて全盛期を迎えますが、1929年（昭和4）からの世界大恐慌の影響をうけ、製糸業を営む会社の倒産が相次ぎ、繭価の価値の大暴落のため生活を養蚕に	2022-08-10
	61	[image: 長野飛行場跡地]	長野飛行場跡地	長野県長野市大豆島には長野飛行場の跡地があります。長野飛行場は昭和14年に開場され、東京や大阪などに定期便が運行し、その2年後の昭和16年に軍用飛行場として利用されるようになりました。しかし昭和20年、太平洋戦争によって長野市は空襲に遭い、飛行場とその周辺の民家にまで被害が及びました。
戦後は民間飛行場としてセスナ機や鉄道機関、長野県警のヘリポートとして利用されていましたが、平成2年に閉鎖されました。現在は中学校や住宅が立ち並んでおり、一目見ただけでは跡地だとは分からないのですが、当時の滑走路は現在も道路として残っています。
現在の日本は戦争とは無縁のような社会ですが、この飛行場の歴史を知って、戦争というものを少し身近に感じました。	2022-08-09
	62	[image: 海野町商店街マップ（昭和41年版）]	海野町商店街マップ（昭和41年版）	海野町商店街が所蔵する写真を基に、昭和41年の海野町商店街マップを作成しました。	2022-07-25
	63	[image: 古い本が並ぶ風景、つい手にしてみたくなる本は？]	古い本が並ぶ風景、つい手にしてみたくなる本は？	藤本蚕業歴史館は1908年に創業した藤本蚕業の文書・書籍を収蔵する文書館です。ロッカー33基に膨大な社内文書が分類整理されています。そのロッカーの上に並べられた本の横並び感がいい。年代が総じて古い。大正期から昭和期にかけてのものが多い。蚕種製造企業でありながら、本の雑多さにまず目が行きます。

私たちが知らない大正期、昭和戦前期などの本はまさにタイムカプセル。ここにその時代を引き出す情報が詰まっているのかと思うと興味をそそられます。

これらの本の背表紙を眺めてみて、あなたがついつい手にしてみたくなる本、ありますか？	2022-07-06
	64	[image: 霊泉寺温泉]	霊泉寺温泉	上田と松本を結ぶ国道254号線から2kmほど入ったところに霊泉寺温泉があります。その道筋はかろうじて車がすれ違える程度に狭く、その先に温泉があるのだろうかと思うぐらい。途中何台かの車とすれ違いました。

温泉街についたとたん、まるで大正か昭和の時代にタイムワープしたかのような感覚にとらわれました。隠れ家的な温泉街、秘湯という形容がぴったりの温泉街です。	2022-06-20
	65	[image: 山中温泉]	山中温泉	６月１７日

石川県加賀、山中温泉へ。

温泉自体は知っていたものの、県庁所在地金沢から少し距離があるため今まで行った事がなかった。
車で訪れた今回こそ！
と行ってみた。


山中温泉は松尾芭蕉も滞在したと有名な地域。
「山中や菊は手折らじ湯の匂い」
という句を詠んだ山中温泉「菊の湯」へ入浴。


真ん中に大きな湯船、周りに洗い場という昔ながらの温泉。昭和から建物も変わっていない。
町の人の生活の一部として昔から使用されているんだなーという感じがした。
入浴中、”昔の人も同じ湯船でこ天井を見ていたのかな”等と思うとうれしい気持ちになる。	2022-06-18
	66	[image: 【2022/7/2~7/3開催】民間で始まる蚕糸業ものがたり]	【2022/7/2~7/3開催】民間で始まる蚕糸業ものがたり	　小諸市で2日間にわたり、小諸の蚕糸業について学ぶ「民間で始まる蚕糸業ものがたり」を開催します。

【民間で始まる蚕糸業ものがたり】
主催:特定非営利活動法人　糸のまち・こもろプロジェクト

【講演】
日時:2022年7月2日(土曜日) 10時～16時　
会場:ステラホール(小諸市交流館内)
参加料:500円
講演1:午前10時「シルクの里　純水館ものがたり」～制作秘話～ CTK報道制作部長　後藤 理恵氏
講演2:午後13時30分「小諸の交通と蚕糸業」元長野県立歴史館総合情報課長　宮下 健司氏

【糸のまち・ツアー(着物参加大歓迎)】
日時:2022年7月3日(日曜日)
参加募集:20名(地元会員ガイドがご案内いたします)
集合時間:午後13時30分(ツアー所要時間2時間)
集合場所:荒町　酢久商店駐車場(純水館資料館)前より
荒町商人記録を巡る　渋沢栄一宿泊の家(小山久	2022-06-10
	67	[image: 企画展「ご近所さんの近代遺産 原町通り編」]	企画展「ご近所さんの近代遺産 原町通り編」	★池波正太郎 真田太平記館

同館で3/26～6/19の期間、企画展「ご近所さんの近代遺産～原町通りの商店編～」が開催されています。
→企画展

原町の古い写真を柱に、原町の商店とも関連する事物を展示する企画です。森田屋石森呉服店の道具、西澤書店の大正・昭和期の帳簿の束、河合薬局の衝立、「本草綱目」、各商店の色刷り広告などが展示されていました。太平記館の展示は展示会場が狭いということもあり、関連の企画展示を具体的にどのようにキュレートすればよいかのよきお手本でもあります。無理せず、原町商店街の「昔」を手際よく展示構成していました。	2022-06-05
	68	[image: 上田市塩田平 舌喰池]	上田市塩田平 舌喰池	上田市塩田平に存在するため池群のひとつである。西暦700年頃の奈良時代に築造されたと伝わる。雨乞い行事の「百八手」の舞台でもある。
江戸時代に2度の改修工事が行われ、現代に至る。昭和には養鯉産業で栄える。
平成では植生調査の実施から多様な植物が確認され、「舌喰池 憩いの広場」という緑地公園も造成された。東屋もあり、自然環境も豊かであることから、安らげる場所である。

舌喰池は大池とも呼ばれる。舌喰池という名称は、造築の際に水が溜まらず、人柱に選ばれた娘が悲しみから自らの舌を喰い切って池に身を投げた民話に由来する。	2022-05-09
	69	[image: 飯山のマンホール、一本杖スキー]	飯山のマンホール、一本杖スキー	いつ頃からかマンホールカードが大ブレークし、全国でコレクターが急増しました。私もその恩恵を受けて飯山駅の観光案内所でマンホールカードをゲットしました。さらにこのキーホルダーを購入しました。

飯山のマンホール蓋「一本杖スキー」はこれまでにも見ましたが、このようなカラーバージョンに出会ったことはありません。絵柄もかわいらしく、色合いもいい。マンホールよりもむしろキーホルダー向きです。

カードの裏側には一本杖スキーの歴史についての解説があります。最初にこの地に伝わったスキーが一本杖スキーで大正初期まで盛んであったとのこと。子供が被っているのが「みのぼうし」で、これは昭和30年代まで利用されていたとのこと。なるほど、です。	2022-05-05
	70	[image: 高橋まゆみ人形館]	高橋まゆみ人形館	飯山に「高橋まゆみ人形館」ができたのは2010年のこと。訪れたいと思いながら10年以上経ってやっと訪れることができました。この日はゴールデンウィーク真っ只中の5/3、多くの人が訪れていました。

高橋まゆみさんの創作による人形はおじいさんやおばあさんなど昔の人々が生活している姿が生き生きと、またユーモラスに表現されています。その時代、どんな生活をしていたのだろうと今は失われた昭和の時代の生きた生活を彷彿とさせてくれます。	2022-05-05
	71	[image: SL C56-144]	SL C56-144	佐久鉄道が国有化され、昭和13年に小海線の輸送の主役として活躍した。引退してあと、昭和48年に小諸市に貸与されました。C56は日本には20台しか残っておらずとても貴重な文化財であると言える。機関車の重厚な車体は迫力があります。	2022-05-05
	72	[image: 京城日報での１３回忌の記事]	京城日報での１３回忌の記事	こちらは昭和５年１２月５日の京城日報です。11/12の冒頭に、志津衛１３回忌の法要が行われた記事が掲載されています。出火当時の様子や、その人柄、その後の家族の様子まで詳しく書かれています。外地であるはずの京城でも日本と同じように新聞が発刊されていること、当時の事件や広告記事など、現在とあまり変わりがないことに驚きます。
祖父俊三が京城大学在学中で、野球をしていると記載されています。上の兄たちとともに鈴木三兄弟と野球で有名だったそうです。	2022-02-24
	73	[image: 外地との行き来]	外地との行き来	志津衛の三男、祖父の俊三は大柄で、運動神経抜群。
京城中学校が甲子園に出場した時、ホームランも打っています。
外地の学校も、船で日本に遠征していた時の写真です。
甲子園での第12〜14回に出場し、成績も残っています。
12回大会は大正15年(１９２６年）なので、志津衛殉職の後7年後のこと。写真には手書きで、１９２７年とありますので、13回大会の時のものと思われます。
大正天皇は12月25日崩御なので、この年はすでに昭和２年の和暦となっています。
日本と京城間は、頻繁だったことに驚きます。	2022-02-24
	74	[image: じまん焼きの歴史と比較]	じまん焼きの歴史と比較	引用　「富士アイス下諏訪店」で自慢焼き・上田店と食べ比べ
https://simple-yuumin.com/wp-content/uploads/2018/04/IMG_3920-2-e1522716309126.jpg


上田のソウルフードの一つであるじまん焼きを作っているのが富士アイスという店だ。富士アイスは上田以外に長野県にいくつかある。岡谷店と下諏訪店だ。富士アイス上田店は昭和１０年にオープンに対して岡谷店は昭和４８年創業、そして下諏訪店は昭和５８年に始まっており、割と最近になってから開業した。下諏訪店はあんこの水分が上田店より少ないなど、店によって皮とあんこの固さに違いがあり、それがまた個性となっている。

参考文献
「富士アイス下諏訪店」で自慢焼き・上田店と食べ比べ
https://simple-yuumin.com/fujiaisu-3044	2022-02-14
	75	[image: 善光堂]	善光堂	この写真は、海野町商店街にある海野町会館が所蔵する一枚である。

一枚目が平成11年のアーケード取壊し前、二枚目が昭和41年の海野町拡幅工事前に撮影された写真である。	2022-02-13
	76	[image: マジックミシン]	マジックミシン	この写真は、海野町商店街にある海野町会館が所蔵する一枚である。

一枚目が平成16年の新アーケード建設後、二枚目が平成11年のアーケード取壊し前、三枚目が昭和41年の海野町拡幅工事前に撮影された写真である。	2022-02-13
	77	[image: ポケットパーク]	ポケットパーク	この写真は、海野町商店街にある海野町会館が所蔵する一枚である。

一枚目が平成11年のアーケード取壊し前、二枚目が昭和41年の海野町拡幅工事前に撮影された写真である。	2022-02-13
	78	[image: ムラタ靴屋]	ムラタ靴屋	この写真は、海野町商店街にある海野町会館が所蔵する一枚である。

一枚目が平成11年のアーケード取壊し前、二枚目が昭和41年の海野町拡幅工事前に撮影された写真である。	2022-02-13
	79	[image: 梅花堂　寺島理容館]	梅花堂　寺島理容館	この写真は、海野町商店街にある海野町会館が所蔵する一枚である。

一枚目が平成11年のアーケード取壊し前、二．三枚目が昭和41年の海野町拡幅工事前に撮影された写真である。	2022-02-13
	80	[image: 白木屋　魚民]	白木屋　魚民	この写真は、海野町商店街にある海野町会館が所蔵する一枚である。

一枚目が平成11年のアーケード取壊し前、二．三枚目が昭和41年の海野町拡幅工事前に撮影された写真である。	2022-02-13
	81	[image: ルイ,サンク]	ルイ,サンク	この写真は、海野町商店街にある海野町会館が所蔵する一枚である。

一枚目が平成11年のアーケード取壊し前、二枚目が昭和41年の海野町拡幅工事前に撮影された写真である。	2022-02-13
	82	[image: MARUGEN　はなおかストア]	MARUGEN　はなおかストア	この写真は、海野町商店街にある海野町会館が所蔵する一枚である。

一枚目が平成11年のアーケード取壊し前、二枚目が昭和41年の海野町拡幅工事前に撮影された写真である。	2022-02-13
	83	[image: 上田デパート]	上田デパート	この写真は、海野町商店街にある海野町会館が所蔵する一枚である。

一枚目が平成11年のアーケード取壊し前、二枚目が昭和41年の海野町拡幅工事前に撮影された写真である。	2022-02-13
	84	[image: やおふく　小波]	やおふく　小波	この写真は、海野町商店街にある海野町会館が所蔵する一枚である。

一枚目が平成11年のアーケード取壊し前、二枚目が昭和41年の海野町拡幅工事前に撮影された写真である。	2022-02-13
	85	[image: 宮尾眼鏡店]	宮尾眼鏡店	この写真は、海野町商店街にある海野町会館が所蔵する一枚である。

一枚目が平成11年のアーケード取壊し前、二枚目が昭和41年の海野町拡幅工事前に撮影された写真である。	2022-02-13
	86	[image: 富士アイス　松田時計店]	富士アイス　松田時計店	この写真は、海野町商店街にある海野町会館が所蔵する一枚である。

一、二枚目が平成11年のアーケード取壊し前、三枚目が昭和41年の海野町拡幅工事前に撮影された写真である。	2022-02-13
	87	[image: 海野町会館]	海野町会館	この写真は、海野町商店街にある海野町会館が所蔵する一枚である。

一枚目が平成11年のアーケード取壊し前、二枚目が昭和41年の海野町拡幅工事前に撮影された写真である。	2022-02-13
	88	[image: カメラ東京]	カメラ東京	この写真は、海野町商店街にある海野町会館が所蔵する一枚である。

一枚目が平成11年のアーケード取壊し前、二枚目が昭和41年の海野町拡幅工事前に撮影された写真である。	2022-02-13
	89	[image: キムラ自動車商会]	キムラ自動車商会	この写真は、海野町商店街にある海野町会館が所蔵する一枚である。

一枚目が平成11年のアーケード取壊し前、二枚目が昭和41年の海野町拡幅工事前に撮影された写真である。	2022-02-13
	90	[image: セシモ洋服店]	セシモ洋服店	この写真は、海野町商店街にある海野町会館が所蔵する一枚である。

一枚目が平成16年の新アーケード建設後、二枚目が平成11年のアーケード取壊し前、三枚目が昭和41年の海野町拡幅工事前に撮影された写真である。	2022-02-13
	91	[image: つかだ電機]	つかだ電機	この写真は、海野町商店街にある海野町会館が所蔵する一枚である。

一枚目が平成11年のアーケード取壊し前、二枚目が昭和41年の海野町拡幅工事前に撮影された写真である。	2022-02-13
	92	[image: 海野町ふれあいホールちょこっと]	海野町ふれあいホールちょこっと	この写真は、海野町商店街にある海野町会館が所蔵する一枚である。

一枚目が平成１６年の新アーケード開設後、二枚目が平成11年のアーケード取壊し前、三枚目が昭和41年の海野町拡幅工事前に撮影された写真である。	2022-02-13
	93	[image: うえしん海野町支店]	うえしん海野町支店	この写真は、海野町商店街にある海野町会館が所蔵する一枚である。

一枚目が平成11年のアーケード取壊し前、二枚目が昭和41年の海野町拡幅工事前に撮影された写真である。	2022-02-13
	94	[image: 上田蚕種協業組合事務棟]	上田蚕種協業組合事務棟	上田市にある蚕種の象徴的な木造二階建て建築。
登録有形文化財（建造物）

上田蚕種協業組合は、1916年上田蚕種株式会社として設立したのが始まり。主要な建物が翌6年に完成。その後、昭和45年から現在の社名となっている。最盛期には22万箱の蚕種をこの組合から出荷していた。

このような建物からのみで22万箱もの量の蚕種が製造されていたことから、その技術高さが感じられる。	2022-02-09
	95	[image: おいだれ焼き鳥の歴史]	おいだれ焼き鳥の歴史	画像：焼き鳥　鳥正 さん　以下より拝借
　https://tabelog.com/nagano/A2004/A200401/20000407/

昭和30年代の高度経済成長期
上田市も活気に溢れるなか、多くの人々が家路につく前の時間を焼き鳥店で過ごしていた。

需要に合わせて焼き鳥店が増える中、上田市の焼き鳥店「鳥正」の初代店主である宮下正三氏が、焼き鳥の新しい食べ方を考案した。焼き鳥にニンニク醤油だれをかけて食べるという方法を、仲間と相談しながら作り上げたといわれてる。

瞬く間にこの食べ方が広まり、今のおいだれ焼き鳥となった。

引用元：https://oidareyakitori.jp/	2022-02-09
	96	[image: 上田紬について③]	上田紬について③	上田紬が高級品になった背景

終戦後、まだ衣類が欠乏していた頃、商工省は京都のコブラン機とともに上田紬など数種を、技術保存織物として自由商品に指定した。
などの数種を、技術保存織物として自由商品に指定した。農家の家内生産によって、ほそぼそ自家用を織りだす程度であって、絹紬が機業として再開していく機会が、なかなか熟さないでいた。このとき昭和24～5年頃から、神科出身で元蒙古自治政府最高顧問をされた故金井章次氏は、軍放出の真綿を利用して糸を紡ぐことを提唱、農村副業による手織りのなかから紬織りの再興を考えた。草木染の紬織りを現代に生かそうと苦心をされる一方、草木染料や媒染材の化学研究をされて、生産量の増大や、新販路の開拓のことに努力をはらわれた。江戸時代からの上田縞・上田紬の名声は、特	2022-02-09
	97	[image: 第二次世界大戦以後の上田紬]	第二次世界大戦以後の上田紬	第二次世界大戦以後の上田紬
終戦後、まだ衣類が欠乏していた頃、商工省は京都のコブラン機とともに上田紬など数種を、技術保存織物として自由商品に指定した。
などの数種を、技術保存織物として自由商品に指定した。農家の家内生産によって、ほそぼそ自家用を織りだす程度であって、絹紬が機業として再開していく機会が、なかなか熟さないでいた。このとき昭和24～5年頃から、神科出身で元蒙古自治政府最高顧問をされた故金井章次氏は、軍放出の真綿を利用して糸を紡ぐことを提唱、農村副業による手織りのなかから紬織りの再興を考えた。草木染の紬織りを現代に生かそうと苦心をされる一方、草木染料や媒染材の化学研究をされて、生産量の増大や、新販路の開拓のことに努力をはらわれた。江戸時代からの上田縞・上田紬の名声は、特有	2022-02-08
	98	[image: 第二次世界大戦以後の上田紬]	第二次世界大戦以後の上田紬	終戦後、まだ衣類が欠乏していた頃、商工省は京都のコブラン機とともに上田紬など数種を、技術保存織物として自由商品に指定した。
などの数種を、技術保存織物として自由商品に指定した。農家の家内生産によって、ほそぼそ自家用を織りだす程度であって、絹紬が機業として再開していく機会が、なかなか熟さないでいた。このとき昭和24～5年頃から、神科出身で元蒙古自治政府最高顧問をされた故金井章次氏は、軍放出の真綿を利用して糸を紡ぐことを提唱、農村副業による手織りのなかから紬織りの再興を考えた。草木染の紬織りを現代に生かそうと苦心をされる一方、草木染料や媒染材の化学研究をされて、生産量の増大や、新販路の開拓のことに努力をはらわれた。江戸時代からの上田縞・上田紬の名声は、特有の風合や柄模様にもあったが	2022-02-08
	99	[image: 上田蚕種協業組合事務棟]	上田蚕種協業組合事務棟	大正５年地元の蚕糸業の関係者たちによって設立したのが上田蚕種株式会社だった。現在の事務棟・採卵室など主要な建物が翌6年に完成した。その後、昭和45年から現在の社名となった。最盛期には22万箱の蚕種をこの組合から出荷していた。この場所は養蚕業を支えた歴史ある建物。

「参考文献」
https://museum.umic.jp/bunkazai/document/dot25.html	2022-02-08
	100	[image: アルファ]	アルファ	この写真は、海野町商店街にある海野町会館が所蔵する一枚である。

一枚目が平成11年のアーケード取壊し前、二枚目が昭和41年の海野町拡幅工事前に撮影された写真である。	2022-02-08
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